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抄 録
本研究の目的は，看護大学生の向社会的行動と家族機能との関連を検討することであった。対象者は
A私立大学看護学部２７３名，その中で回答を得た１９２名（回収率７０.３％）を分析対象とした。向社会的
行動は，菊池が作成した向社会的行動尺度を用い，家族機能は岡堂らが作成した家族機能測定尺度を用
い家族の凝集性・適応性を測定し，その組み合わせで円環モデル（バランス群・中間群・極端群）に分
類し，円環モデル各群別の向社会的行動を一元配置分散分析を用い分析した。家族機能は，全体で凝集
性３２.７（±８.９），適応性２９.４（±６.５）であり，円環モデルではバランス群７４名（３８.５％），中間群６７
名（３４.９％），極端群４７名（２４.５％）であった。円環モデル各群の向社会的行動はバランス群５６.６
（±１２.１），中間群５７.２（±１４.２），極端群６６.６（±１７.８）であり，各群による差ではバランス群・中間群
ともに極端群より有意に低かった（各P=０.００１，P=０.００３）。学年別に分析したが，社会的行動は１・３
年生で中間群が極端群より有意に低く（各P=０.０１３，P=０.０２１），２年生ではバランス群が極端群より有
意に低く（P=０.０１７），４年生では有意な差はみられなかった。看護基礎教育における具体的な教員の関
わりを含め，今後も家族の関係性，機能など多面的に捉え探求していく必要がある。
Ⅰ．は じ め に
家族とは，夫婦を中核とし，親子，きょうだいなど
少数の近親者を主要な構成員とする集団である。
家族関係は，夫婦関係，親子関係，きょうだい関係，
祖父母－孫関係，および全体としての家族の関係など
さまざまな視点からとらえることができる。家族の形
態も夫婦と未婚の子どもからなる核家族，祖父母の世
代を含む三世代からなる拡大家族などさまざまであ
り，家族のあり方は時代や社会の変化にともなって変
容していくものとされる。また，親子関係のあり方は
子どもの発達に重大な影響を及ぼし，「自己に対する
肯定的な感情の獲得」，「他者と肯定的，協力的，親密
な関係を形成する力の形成」，「自己の能力，目標を見
極め，アイデンティティを達成する」などの健全な発
達に乳幼児期から青年期までの親子関係の質が重要な
意味をもつ１）。ボウルビィは，乳児と母親の愛着の安
定性の差が，後の親密な対人関係，自己理解，心理的
障害に長期的に関連するとし，乳児の頃に安定した愛
着を有していた子どもは就学前や１０歳時に教師やカ
ウンセラーとの間に適切な関係が展開されることを明
らかにしている２）。家族関係のあり方や親子関係のあ
り方がその後の発達に影響し，人との関係づくりに影
響している。
家庭のもつ教育力としても，子どもの性格形成や情
緒発達はもちろん，学習についても日常の何気ない行
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動が影響し，家庭での親との会話や親の興味・関心を
はじめとする知的環境のあり方，子どものしつけで言
葉で丁寧に理由を説明し，子どもに反論の機会を与え
しっかりした構文をつかって論理的に組み立てること
を要求することのやりとりが学校の強化的学習と相性
が良いとされる。子どもの関心や意欲は親の行ってい
る活動や関心に大きな影響を受ける３）。また，脳は環
境によって構築される部分もあり，環境（個体が置か
れた外界）からの刺激を受けた神経回路だけが生き
残って発達し，環境適応のための自然沙汰は幼い脳の
中で開始される。子ども達を取り巻く環境は大きく変
わりつつあり，かつて木に上り，原っぱで遊び，さま
ざまな実体験ができた環境は遠ざかりつつあり，人工
物に囲まれた都市環境，視聴覚メディアを見続けるな
どが環境となり，架空な世界が新たな環境ともなりえ
る４）。家庭内での過ごす時間も子どもにとっての環境
であり，価値観や考え方，人との関わり，相手の心境
理解など影響することも考えられる。脳機能における
研究で，ボディイメージを司っている脳の場所は，相
手の意図理解にも関わり，身体がしっかりしていると
相手の身体の姿勢，動き，動作から相手の意図理解，
社会性・コミュニケーションにもつながることが明ら
かとされている。小児科や発達障害における研究で
も，身体活動，運動が中核症状の改善に有用とされ，
自閉症スペクトラム障害（ASD）の３歳から５歳を対
象にした研究で朝１５分くらいの身体活動をすると常
同行動が減って認知機能が向上したなどの報告があ
る５）。ルソーは生徒が庭で学び合うことは教室の１００
倍学びに役立ち，周囲にあることを自分と見比べるな
ど，結果を推定し，経験により誤りを修正し行動が正
確になっていく。泳ぐこと，走ること，飛び跳ねるこ
と，力だけでなく目や耳も使い感官を訓練することで
正しい判断を学び感じることを学ぶと述べており６），
身体活動は発達障害に限らず子ども全体の感覚器官の
発達や神経機能発達に有効であるといえる。例えば育
児に「子どもの遊び相手をする」があり，家族の中で
の遊びを通した関わりなどが五感を含めた発達や社会
化に関連することが考えられる。
先にも述べたように，家族のあり方は時代や社会に
より変容する。近代の家族は以前の集団というまとま
りを守ること，両性の夫と妻あるいは父親と母親が
揃っていること，家族集団のメンバーシップが交替し
ないことなど安定した家族の前提があったものから，
「既婚女性の就業」，「出生率の低下」など家族に関わ
る諸現象や日本人の意識の現れから，家庭生活のパ
ターン，子供の価値についての意識も変化しつつあ
る７）。例えばパーソンズ（Persons,T）は家族機能とし
て「社会化」と「安定化」の２つをあげている。家族
が集団として適切に機能していくためには，家族と外
部環境を調整する道具的役割と，家族メンバー間の感
情的な問題を調整する表出的役割が重要であり，前者
は訓練や統制，命令や賞罰などの執行者となり，自信
をもって社会生活を営むことができるように子どもを
指導する役割であり，後者は愛情をもって子どもを育
み養護し，父親やきょうだい間の調整役を担うことに
よって，子どもの情緒的安定を維持する役割がある。
これらは従来，前者が父親役割，後者が母親役割とし
てイメージされてきたが，近代家族では父母の間で共
同して遂行され，これら家族機能が達成されるために
は家族関係が健全なものであることが求められる８）。
家族が適切に機能していれば，子どもの情緒も安定し
て育ち，いつでも戻れる場所があると思えることで社
会などの外界と関わり，その中で楽しみ，苦悩し生き
ていく力を身につけていくといえる。
思いやりをもった行動は，心理学では「向社会的行
動」と呼び，相手のためになることを意図して行う行
動は「援助行動」または，社会のために有益な行動で
あることから「向社会的行動」とよんでいる９）。向社
会的な行動は他人との気持ちのつながりを強めたり，
それを望ましいものにしようとする場合にとられる行
動のことであり１０），看護における相手の身になって真
剣に考え，少しでも対象者に寄り添うことを考え行動
するためにも重要なものである。例えば共感を発達さ
せるためには「安定した初期の愛着」「両親の愛情」
「共感的モデルの存在」「誘導的なしつけ方法」「肯定
的な自己概念をもたせること」が必要であり，共感を
誘発する条件では人は向社会的行動をとるとされ１１），
先に述べたように親子の関係のあり方が影響する内容
でもある。一般的にも共感は向社会的行動影響すると
されている。
向社会的行動に影響する要因に関する研究として，
鈴木１２）は一般の大学生を対象に調査しており，共感性
が高く，外交的な人は向社会的行動をとりやすい傾向
にあることを示唆している。辻道らは，親子関係と向
社会的行動の関連を検討し，女子大生において母親の
受容性が共感性と向社会的行動に影響を与えることを
明らかにしている１３）。井出ら１４）は，家族関係が向社会
的行動に及ぼす影響を一般の大学生を対象に検討し，
家族の「凝集性」が向社会的行動と関連していること
を明らかにしている。看護における研究としては，看
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護学生を対象に思いやりに影響する要因を調査し，
「労働体験」「家族構成」「家庭のしつけのタイプ」「看
護師への志望動機」が影響していることを明らかにし
ている１５）。杉山１６）は，看護学生を対象に家庭における
人間関係と共感性，自尊感情の関連を調査し，家族関
係の中で「家族の親和性」の「愛情ある雰囲気である」
「強いきずながある」「お互いよく話をする」「お互い
気が合う」の４項目が共感性，自尊感情に弱いながら
も関連していること，「母親との体験の共有」も共感に
影響していること１７）を明らかにしている。
人間はどの年齢層においても何か困難が生じた際援
助してくれると信頼の置ける人が自らの背後に一人以
上いるとの確信があるとき，最も幸福であり，かつ能
力を最大限に発揮できる１８）。家族の役割や機能は，多
岐にわたり子どもの発達に影響し，青年期を含む長い
期間にわたって影響する。家族の関係性が共感性に影
響し，一般大学生ではあるが家族機能の一部が向社会
的行動影響していた。しかし，看護大学生の家族機能
と向社会的行動の関連については明らかにされていな
い。そこで，本研究の目的は看護基礎教育における向
社会的行動を育む方法を見出すため，看護の根底に重
要である看護大学生の思いやりに家族機能が関連して
いるか明らかにすることである。向社会的行動に関連
する要因を検討し，看護大学生が少しでも相手の身に
なって考えられるよう支援する方法を模索すること
で，看護を必要とする対象者への看護の質向上へ結び
つくと考える。
Ⅱ．研 究 方 法
１．対象者
A大学に所属する看護大学生１～４年生２７３名を対
象に調査した。その内，回答が得られた１９２名（回収
率７０.３％）のデータを分析対象とした。
２．研究期間
２０１３年１０月２１日～１０月２８日
３．データ収集方法
アンケート調査は留置法とし，配布の際研究参加へ
の任意性，無記名であること，データの扱いは厳重に
行い第３者への漏洩を予防することを説明した。
４．調査内容
基本属性は，性別，年齢，学年である。
向社会的行動については，菊池１９）の作成した「向社
会的行動尺度（大学生版）」を使用した。信頼性・妥
当性ともに検証されている。質問項目は２０項目，「し
たことがない」「一度したことがある」「数回したことが
ある」「しばしばした」「いつもした」の５段階評定で
あり，順に１～５点とし２０項目の得点を単純加算し，
得点が高いほど向社会的行動の傾向が高いことを示す。
家族機能については，草田ら２０）が作成した「家族機
能測定尺度」を使用する。凝集性・適応性で構成され，
質問項目は２０項目，評定は「まったくない」「たまに
ある」「ときどきある」「よくある」「いつもある」の
５段階尺度である。信頼性，妥当性ともに検証されて
いる。凝集性は，家族メンバーが互いにもつ情緒的な
つながりであり，低い方から「遊離」，「分離」，「結合」，
「膠着」の４段階に分けられ，中間レベルの「遊離」，
「結合」では家族機能がよくはたらくが，極端に低い
「遊離」，あるいは極端に高い「膠着」では家族機能
がうまくはたらかない。適応性は，家族の状況的危機
や発達的危機があった場合に家族システムの勢力構造
や役割関係を変化させる能力であり，低い方から「硬
直」，「構造化」，「柔軟」，「無秩序」の４段階に分けら
れ，「構造化」，「柔軟」のレベルでは家族機能がはた
らくが，極端なレベルの「硬直」，「無秩序」では家族
のライフサイクルを通して問題が多いとされる。凝集
性と適応性の関係を表したのが円環モデルである。凝
集性，適応性の両次元ともに中間レベルにあるバラン
ス群，どちらかが中間レベルであり他方が極端なレベ
ルの中間群，両次元とも極端なレベルの極端群の３つ
のグループに分けられる（図１）。
図１ 家族機能の円環モデル
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５．分析方法
円環モデル各群別の向社会的行動を，一元配置分散
分析を用い分析した。統計ソフト SPSS（２２.０J）を使
用した。
６．倫理的配慮
本研究は研究者の所属するA大学研究倫理委員会の
審査をうけ承認後実施した。また，学生へは書面にて
本研究の主旨・目的・方法，研究参加の任意性，研究
結果は学会・学術誌で発表するが個人情報の保護，厳
重な情報管理に配慮することを説明し，質問紙の回収
箱への投函をもって同意を得た。
Ⅲ．結 果
平均年齢は２０.０±２.２歳。性別は女性１６４名（８５.４％），
男性２８名（１４.６％）であった。学年は１年生２９名
（１５.１％），２年生６０名（３１.３％），３年生４５名（２３.４％），
４年生５８名（３０.２％）であった（表１）。
向社会的行動は全体で５９.５（±１４.９），性別では女性
５８.５（±１３.８），男性６３.４（±１９.６）であり（図２），菊
池の一般大学生による結果（女性５６.９，男性５３.１）よ
り高い傾向であった。
家族機能は，全体で凝集性３２.７（±８.９），適応性２９.４
（±６.５）であり，円環モデルではバランス群７４名
（３８.５％），中 間 群６７名（３４.９％），極 端 群４７名
（２４.５％）であった（図３）。円環モデル各群の向社
会的行動はバランス群５６.６（±１２.１），中間群５７.２
（±１４.２），極端群６６.６（±１７.８）であり，各群による
差ではバランス群・中間群ともに極端群より有意に低
かった（各P=０.００１，P=０.００３）。
学年別の円環モデルでは，１年生はバランス群１０
名，中間群９名，極端群７名，２年生はバランス群２０
名，中間群１７名極端群１９名，３年生ではバランス群・
中間群ともに１７名，極端群９名，４年生ではバランス
群２４名，中間群２２名，極端群１１名であった（図４）。
学年別に分析したが，向社会的行動は１・３年生で中
間群が極端群より有意に低く（各P=０.０１３，P=０.０２１），
２年生ではバランス群が極端群より有意に低く
（P=０.０１７），４年生では有意な差はみられなかった
（表３）。
表１ 対象の背景
平均値±SD/n（％）
２０.０±２.２平均年齢
１６４（８５.４）女性
２８（１４.６）男性
２９（１５.１）学年
１学年
６０（３１.３）２学年
４５（２３.４）３学年
５８（３０.２）４学年
表２ 家族機能
平均値±SD
３２.７±８.９凝集性
２９.４±６.５適応性
図２ 向社会的行動平均値
図３ 全体の円環モデル人数
図４ 学年別の円環モデル人数
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Ⅳ．考 察
向社会的行動は一般大学生より高い傾向にあった。
アイゼンバーグは向社会的行動をするかしないかと
いった判断の理由づけを発達レベルで提起している。
自分の快楽に結びつく考え方から，相手の立場に立っ
た共感的な理由を経て，強く内面化された価値観にも
とづく判断へと発達していき，より高いレベルの判断
に裏付けられた向社会的行動となり安定した節度ある
「思いやり」行動となる２１）。思いやり行動は報酬を目
的とした場合，あるいは他人から強制された行動は向
社会的ではなく思いやり行動ともいえない。また，周
囲にどうみられるか考えてしまう，過去の経験から
行ったことで何かしら納得のいかないことがあったな
ど必要性を認識していても必ずしも実行に至らないこ
ともある。自分だけが目立ってしまうのではないかと
考え，躊躇するなどその状況によっても実施を判断し
ている。大人を含む社会全体が思いやりのある行動を
常に実施し，誰もが実施しやすい状況を作ることも必
要であるが，看護大学生は少しの好奇心と純粋な利他
的行動から向社会的行動を実施する段階から，相手の
立場に立って考え洞察し深く共感することで実施でき
る段階に徐々に移行し，あるいは更に次の段階へ成長
していることで向社会的行動の実施が一般大学生より
高かったことも考えられる。学生として評価されるこ
とに緊張しながら，臨地実習などをとおして自分の価
値観を広げ確実に状況を見極める力を身につけ，患者
など対象者の状況を正確に判断できる知識や技術に裏
打ちされた自信をもとにどのような場面でも向社会的
行動ができるよう支援していく必要があると考える。
円環モデルにおけるバランス群，中間群，極端群の
中でも極端群の向社会的行動が全体的にも，学年別で
も高かった。前述したように，家族機能において家族
メンバー互いの情緒的つながりである凝集性，家族の
状況的危機や発達的危機があった場合に家族システム
の勢力構造や役割関係を変化させる能力である適応性
ともに極端に低い，あるいは高いレベルでは家族機能
がうまくはたらかず，家族のライフサイクルを通して
問題が多いとされる。パーソンズ（Persons,T）が家族
機能としてあげている「安定化」と「社会化」の２つ
は前者が凝集性，後者が適応性により成り立つものと
もいえる。家族機能は子どもの情緒的安定を維持す
る，自信をもって社会生活を営むことができるよう支
援するものであり，健全な家族関係のもと各自の発達
が促進され，自己実現にむけ努力し，状況を捉え向社
会的行動が促進されると考えていた。しかし，今回の
結果は極端群で思いやり行動が促進されるとの結果で
あった。岩佐は２２），大学生の主観的幸福感におけるメ
タ認知，家族機能の影響を研究し，家族機能の凝集性
は主観的幸福感の「自信」に関連し，メタ認知の「モ
ニタリング」の低下に関連し，主観的幸福感の「達成
感」は極端群がバランス群より高く，主観的幸福感の
「失望感」はバランス群が中間群より高く，家族機能
の適応性・凝集性のバランスが保たれた群は他の群よ
り主観的幸福感が低いという結果であった。また要因
として，凝集性が主観的幸福感の規定因であることか
ら，家族内のお互いの心的関与及び関係性を認知する
ことが認知面や感情面で主観的幸福感をいだくことを
示唆している。極端群など家族機能が適切に機能して
いない方が幸福であるといえる。家族の個人化など個
人が主体となる家族も存在し，家族の価値観も多様化
し，休息の場としての家庭を失うことも懸念されてい
るが２３），家庭関与を基盤として仕事に関わる場合，夫
婦の一体感が高く，結合性・表現性などの健康な家族
機能が形成されているとの結果から２４），現代の就労体
制によりジェンダーの役割など家族機能が変化してい
ても家族機能が維持する方法を各家族で模索し取り組
んでいる。松永２５）は，一般の大学生を対象に調査し，
共感性と向社会的行動には高い相関がみられ，相手の
感情を共有し，その人が何を求めているかわかる人ほ
表３ 円環モデル別の向社会的行動平均値
多重比較極端群平均値（SD）
中間群
平均値（SD）
バランス群
平均値（SD）
バランス＜極端群＊＊
中間群＜極端群＊＊６６.６（１７.８）５７.２（１４.２）５６.６（１２.１）全体
中間群＜極端群＊７１.９（１０.５）５２.７（１６.１）６０（７.３）（n=２９）１年生
バランス＜極端群＊６８.５（２１.０）６１.５（１１.７）５２.９（１５.０）（n=６０）２年生
中間群＜極端群＊６９（１５.１）５２.１（１４.８）５６.８（１２.７）（n=４５）３年生
５８.１（１６.４）５９.６（１３.９）５８.７（１０.４）（n=５８）４年生
＊p＜０.０５，＊＊p＜０.０１
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ど向社会的行動をとりやすいと述べている。また，互
いの行動がスムーズに一致していれば目標の妨害が生
じることはなく，情動はほとんど生じないとされ２６），
相手との関係が非常に順調であるから一時的な感情が
変動しづらいともされる。児玉は２７），極端群の青年は
他の群に比べ，未来家族イメージはネガティブな傾向
であり未来の描き方に関連することを示唆している
が，葛藤を回避することでネガティブなイメージを乗
り越えようとする力がみられたとも述べている。家族
のあり様が状況に応じた自分のネガティブ感情をコン
トロールし適応する力，感情がより想起され相手の感
情を察しようとする力など感性の豊かさが育み，極端
群では幸福感の中の達成感が高かったことから少しの
自信に結びつき次の行動も強化されやすく，向社会的
行動に結びついていたとも考えられる。
青年期は主要な依存対象であった親や家族から心理
的に離脱し「個」を確立していく過程である。
家族の中での役割や関係性も徐々に変化していく時
期でもある。青年期のライフサイクルの危機としてア
イデンティティの確立，出社拒否や引きこもりなどの
青い鳥症候群などがあり２８），社会への適応の中で困惑
し葛藤する。成人期の危機回避も必要である。看護基
礎教育における関わりは発達段階にある青年期の看護
大学生を対象としており，変化する社会の情勢，それ
による家族の状況を加味せずには支援できない。しか
し，青年期においても家族関係を家族以外の者が外部
から客観的にとらえられることは難しいとされ，今回
使用した尺度が開発されている。家族機能や家族シス
テムに影響する要因は，直接的な因果関係だけでなく
循環的な因果関係の視点も重要であり，そのどこに介
入すれば問題が解決できるかなど考えていく必要があ
る。近年，家族機能が変化し家族支援が注目され，家
族の自助ではなく，家庭内労働の社会的な支援など家
族機能の円滑な遂行を図ることが考えられている２９）。
家族が共に過ごす団らんの時間が少なくなり，娯楽も
個別に楽しむもことが増えている３０）。個人の価値観
も微妙に変化しており，看護大学における教育も知識
や技術の修得のみではなく，自ら学び，自ら考える（生
きる力），学生が生きていることに対し肯定的な価値
観を育て，社会の中で自立し責任や役割期待に応えな
がら自分らしい生き方を追究する人間に育てることも
必要とされている３１）。看護基礎教育では看護を実践で
きる人材を育て，支援していく。臨地実習などで社会
と関わり，モチベーションを含む看護を探求する基本
姿勢を育成する。どのような状況でも自らものごとを
真剣に捉え解決していく力が必要であり，その根底に
は，患者のみではなくチーム内など常に相手に配慮し
思いやる行動が必要である。今回は，家族機能と向社
会的行動の関連を検討したが，凝集性，適応性などバ
ランスが取れているより極端なレベルである方が思い
やり行動である向社会的行動が行われることが明らか
となった。家族の関係性などの機能が変化する近年，
アイデンティティの形成など看護基礎教育における教
員との関わりは重要である。社会へ出ていく過程とし
て一人ひとりと真剣に向き合い，教員間でも情報提供
し合い個別性を大事に支援していく必要がある。教員
の具体的な支援方法も含め，今後も家族の関係性，機
能など多面的に捉え探求していく必要がある。
Ⅴ．お わ り に
本研究にご協力いただきました看護大学生の皆様に
深く感謝いたします。なお，本論文は第３４回日本看
護科学学会学術集会で発表したものに加筆修正したも
のである。
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